


























































































































































































































































































































































































































































現金・預金 284 資本金 15
銀 投＝　資 1，445 準備金 235貸　　出 工1，336 預金等 12，068．行 固定資産 368 その他の負債 301
部 その他の資産 158 未処分利益 972
合・　計 13，591 合　　計 13，591
発 投　　資 23，550 銀行券発行高 23，548
券 銀行部保有分 2
部 合　　計 23，550 合　、計 23，550
（出典）Bank　of　E㎎land，肋ψo竹＆ん舳燃〃伽篶〃召冊伽28凡あ舳η1998
ところが日本銀行の場合（他の多くの中央銀行もそうであるが），発券部と銀
行部との区分がな、されていないので，銀行券発行残高に見合う資産がどうなづ
ているのか，明らかでない鴫。
次に資本金についてみると，イングランド銀行は1946年に国有化されたが，。
今次改正では資本金（1460万ポンド）に変更が加えられていない。日本銀行で
は従来から資本金（1億円）の55％が政府保有となっており，今次改正でも変
更されなかった（日銀法第8条）。中央銀行の場合，一般の企業と異なり，株
主の経営支配は認められていないので，その所有権の相違はあまり大きな意味
をもたないといえよう。
（4）金融箪督庁の創設
1998年6月，日英両国とも金融監督庁を創設した。日本では大蔵省から銀行
監督・検査部門を切り離し，イギリスではイングランド銀行の銀行監督・検査
部門を切り離し，それぞれ独立の機関としたのである。しかしながら，金融監
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督庁設置後において中央銀行の果たす銀行監督行政上の役割は必ずしも同じで
はないようである。
　イングランド銀行は，法改正後個別銀行の監督・検査は一切行わないので，
個々の銀行の経営実態は把握できなくなった。しかし，信用秩序の維持や金融
組織全般の安定を図るうえで責任を負っており，金融監督庁や大蔵省との緊密
な連係と協力が期待されている。
　一方，日本銀行の銀行検査（考査）は，取引先銀行との任意契約（当座約
定）に基づいて行われているが，新法によって法的に追認され，一段と強化さ
れた感が強い（日銀法第44条）。今日のように銀行破綻が多発する状況の下で
は，銀行検査は二重，三重に行うのが望ましいのかもしれない㈹。
　なお，イングランド銀行は自らの印刷工場において銀行券を印刷しているが，
日本では日本銀行の委託を受けて大蔵省印刷局が製造している（日本銀行は製
造費を支払う）。ただし，イギリスではイングランド銀行が唯一の発券銀行で
はない。スコットランド地方では3行，北アイルランドでは4行の民問銀行が
銀行券を発行しており，イングランド銀行券と等価で流通している。この点，
日本銀行券が唯一の法貨である日本とは様相が異なる。
　このように，ほぼ同時期に改革された日英両国の金融政策決定機構及び金融
機関監督機構には，類似点もあれば相違点もある。国情の違いから，相違点が
あるのはむしろ当然かもしれない。その何れがより優れた制度であるかを判断
するためにも，今後の両者の政策運営を見守っていきたい。
（本稿は1998年度在外研究の成果の一部である。在外研究の機会を与えられた
早稲田大学の関係当局に対し，紙上を借りて謝意を表したい。）
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注11）国際決済銀行（BIS）では，「中央銀行（C㎝tral　B狐k）とは国内の通貨量及び信用量を統制す
　　る義務を付託された銀行」と定義しているが，中央銀行という用語が一般に使用されるように
　　なったのは第一次世界大戦後とされている。（B㏄khart　B．H、批d舳ば醐榊・恥f蝋1972：矢尾
　　次郎監訳『米国連邦準備制度』東洋縫済新報社，1978年）
　（2）　B註nk　of　England（BOE）、Q”o材〃り8側肋向仏A1ユg1ユst1997，pp．244－245
　13）S．Flshe。は中央銀行の独立性を，目標決定の独立性（Goal　lndep㎝den㏄）と手段選択の独立
　　性（！nstrm㎝t1ndep㎝dence）に2分している。イングランド銀行の政策運営の独立性（opera－
　　ti岬11ndependen㏄）は後者に相当すると認められる。（Fi雪her，S．，脇∂舳C舳物1肋”加”星in
　　T加F側肋閉〆C刎〃螂1Bo”肋地風by　Capie，F．，Goodhart，C．，Fisher，S，＆Schnadt，N一，Cambrldge
　　Umvers1ty　Press，1994p292）
　｛4）　BOE，亙ε卿！＆λむ‘伽伽お伽肋埋γωτ舳d召d28F肋伽皿η199＆p33
　｛5〕　BOE，Q刎他吻B〃〃猟Aug1』st1997．p243
　16〕インフレーション・リポートは，イングランド銀行が1993年2月以降（但し，93隼中はB0E，
　　伽匝物吻肋肋冊と合本で）自童的に発行してきた四半期報であるが，改正法によって法的墓礎
　　が与えられた。
　17）イングランド銀行は国内に12支店を設置しているが，その所在地はバーミンガム，プリストル，
　　リーズ，マンチェスター，ニューカッスル，グラスゴー，リバプール，サザンプトン，ウェール
　　ズ，ロンドン，ノッティンガム，アングリアの各地である。
　｛8〕金融政策委員会は毎月上旬に開かれるがインフレーション・リポrトは2，5，8，11の各月
　　の中旬に発行される。
　（9）　BOE，荒ψ〃f盈λむω阯刑姑力r肋｛γ‘ω’邊〃芭d28F幼㎜η199＆p－9
　｛1O　BOE，Q伽蜆れ〃妙月刎肋此凧May1998，p．95
　｛1⊃　BOE，ρ刎螂れ〃妙β〃肋肌August1997．p，246
　狙オ　BOE，Q刎口〃〃抄β側吻碗仏May1998，pp97－99，BOE．逼蜆切肋伽星λ〃盈砂oκ！99〃98．pp－37－39
　⑱　詳細は立脇和夫『改j1三日銀法』凍洋経済新報社，！998隼），鐘ヶ江毅噺しい日本銀行』（動
　　草書房，1999年）．三木谷良一・石垣健一編箸『中央銀行の独立性」（東洋経済新報社，1998年）
　　等を参照されたい。
　l14但し，「臼本銀行条例」（明治15年太政官布告第32号）下の日本銀行（明治15年一昭和17年）は
　　株式会社であり，株主総会が設けられていた。
　ll⇒アメリカの違邦準傭制度は通貨（Feder邑1Reserve　Notes）の発行高に対する保証資産を連邦準
　　備月報（F蜴伽螂げ舳伽肋腕f榊）で公表している。
　蝸　アメリカでは，通貨監督宮（OCC），連邦準備制度｛FRS）、連邦預金保険公社（FDIC），貯蓄
　　金融機関監督局（OTS〕及び各州銀行局がそれぞれ金融機関に対する検査・監督を行っており，
　　重複も少なくない。
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